
　

　
こ
の
た
め
、
過
剰
な
急
性
期
病
床
を
、
不

足
す
る
回
復
期
病
床
へ
転
換
す
る
な
ど
、
病

床
機
能
・
病
床
数
の
適
正
化
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
の
偏
在

　
仙
台
医
療
圏
で
は
、
仙
台
市
内
に
医
療
機

関
が
集
中
し
て
お
り
、
病
院
の
競
合
に
よ
る

経
営
上
の
課
題
や
、
救
急
医
療
、
災
害
医
療

な
ど
に
お
け
る
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

◦
救
急
医
療
に
お
け
る
課
題

　
　
救
急
医
療
に
お
い
て
は
、
救
急
搬
送

の
受
け
入
れ
機
能
が
仙
台
市
内
に
集
中

し
て
い
る
た
め
、
仙
台
市
以
外
の
地
域

か
ら
も
仙
台
市
内
に
救
急
搬
送
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
名
取
市
以
南
で
は
半
数

以
上
、
黒
川
地
域（
富
谷
市
、
黒
川
郡
）

で
は
７
割
以
上
の
患
者
が
仙
台
市
内
に

搬
送
さ
れ
て
い
ま
す（
図
２
）。

　
　
ま
た
、
救
急
搬
送
時
間
に
つ
い
て
も
、

県
平
均
が
44・９
分
で
あ
る
の
に
対
し
、
名

取
市
消
防
本
部
は
52・７
分
、
あ
ぶ
く
ま
消

防
本
部（
岩
沼
市
、
亘
理
郡
）は
52
・
６
分
、

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
は

48・６
分
と
県
平
均
よ
り
も
長
く
な
っ
て
い

ま
す（
図
３
）。

◦
災
害
医
療
に
お
け
る
課
題

　
　
仙
台
医
療
圏
で
は
、災
害
拠
点
病
院（
災

害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
お
い
て
、
中
心

的
な
役
割
を
担
う
病
院
）が
仙
台
市
内
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
黒
川
地
域

は
災
害
拠
点
病
院
の
空
白
地
域
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
分
散
化
に
よ
る
リ
ス
ク
低
減

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
図
４
）。

　
課
題
解
決
に
向
け
て
、
仙
台
医
療
圏
全

体
で
、
広
域
的
な
視
点
で
各
病
院
の
在
り

方
を
見
据
え
、
仙
台
赤
十
字
病
院
と
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
て
名
取
市
に
、

東
北
労
災
病
院
と
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
を
合
築
し
て
富
谷
市
に
設
置
す
る
二

つ
の
枠
組
み
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
仙
台
赤
十
字
病
院
と
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
の
統
合
に
よ
る
新
病
院
は
、
仙
台
医

療
圏
南
部
に
お
け
る
急
性
期
医
療
を
担
う

中
核
的
な
病
院
と
し
て
、
必
要
な
機
能
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
北
労
災
病
院
と
県
立
精
神
医

療
セ
ン
タ
ー
の
合
築
に
よ
る
新
た
な
東
北

労
災
病
院
は
、
仙
台
医
療
圏
北
部
の
中
核

的
な
病
院
と
し
て
、
救
急
医
療
な
ど
の
機

能
を
重
点
的
に
強
化
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
県
内
唯
一
の
公
立
精
神
科
病
院

で
あ
り
、
通
年
夜
間
の
救
急
受
け
入
れ
に

対
応
す
る
唯
一
の
病
院
と
し
て
、
全
県
に

果
た
す
役
割
を
重
視
し
、
精
神
科
救
急
医

療
や
児
童
・
思
春
期
精
神
科
医
療
な
ど
の
機

能
の
ほ
か
、
新
た
な
東
北
労
災
病
院
と
の

連
携
に
よ
り
、
身
体
合
併
症
へ
の
対
応
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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図2　 仙台医療圏の救急搬送受け入れ状況
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近
年
、
地
域
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
が
進
む
中
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源

で
適
切
な
医
療
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
か

つ
安
定
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
の
医
療
機
能
の
連
携
を
一
層
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
県
内
に
四
つ
あ
る
医
療
圏
の
う
ち
、
仙
台

市
を
中
心
に
６
市
７
町
１
村
で
構
成
す
る
仙

台
医
療
圏
は
、
仙
台
市
内
に
医
療
機
関
が

偏
在
し
て
お
り
、
救
急
医
療
や
災
害
医
療
な

ど
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　
県
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
よ
り

質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
、
仙
台
赤
十
字
病
院（
仙
台
市
太
白
区
）

と
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー（
名
取
市
）の
統
合
お

よ
び
東
北
労
災
病
院（
仙
台
市
青
葉
区
）と

県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー（
名
取
市
）の
合

築
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
県
は
、
令
和
元
年
に
県
立
病
院
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
会
議
を
開

催
し
、
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
高
齢
化
等
に
よ
り
増
加
す
る
合
併
症
へ

の
対
応
な
ど
治
療
が
高
度
化
す
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
、「
が
ん
を
総
合
的
に
診
療
で
き
る

機
能
を
有
す
る
病
院
」と
す
る
こ
と
や
、
他

の
医
療
機
関
と
の
連
携
・
統
合
に
つ
い
て
も

検
討
を
行
う
べ
き
な
ど
の
方
向
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
身
体
合
併
症（
精
神
疾
患
と
身
体
疾

患
を
併
せ
持
っ
た
状
態
）へ
対
応
す
る
た
め
、

一
般
病
院
と
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

な
ど
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
に
は
、
こ
の
報
告
書
の
内
容
を

踏
ま
え
、
県
内
の
地
域
医
療
体
制
の
課
題
解

決
に
向
け
て
、
仙
台
赤
十
字
病
院
、
東
北
労

災
病
院
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
県
立
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
の
四
つ
の
病
院
の
再
編
に
つ

い
て
、
関
係
者
と
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
は
、
施
設
の
老
朽
化

が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
は
築

41
年
で
あ
り
、
患
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
、
施

設
の
老
朽
化
や
個
室
不
足
等
の
施
設
の
構

造
的
な
問
題
の
解
決
と
し
て
、
建
て
替
え
が

急
務
で
す
。
建
て
替
え
に
際
し
て
は
、
一
般

病
院
と
の
連
携
強
化
や
、
全
県
か
ら
の
交

通
の
利
便
性
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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仙
台
医
療
圏
で
は
、
２
０
４
０
年
ま
で
の

必
要
病
床
数
を
推
計
し
た
結
果
、
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
行
う
回
復

期
病
床
が
不
足
す
る
一
方
で
、
手
術
な
ど
を

必
要
と
す
る
方
が
入
院
す
る
急
性
期
病
床
が

過
剰
と
な
り
ま
す（
図
１
）。
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